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一
は
じ
め
に

本
稿
は
、
山
や
道
の
傾
斜
や
起
伏
の
激
し
い
さ
ま
を
表
す
類
義
の
形
容
詞
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
を
取
り
上
げ
、
意
味
関
係
の
適
時
的
変

（1）

化
と
そ
の
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
類
義
語
の
意
味
関
係
変
化
の
パ
タ
ー
ン
の
一
類
型
と
し
て
、
今
後
の

語
彙
史
研
究
に
位
置
づ
け
た
い
。



手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
比
較
的
用
例
の
多
く
み
ら
れ
た
、
鎌
倉
時
代
を
中
心
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
和
漢
混
清
文
に
お
い
て
両
者
の
意
味
用

法
を
比
較
し
、
基
本
的
な
意
味
関
係
を
考
察
す
る
。
次
に
奈
良
時
代
か
ら
室
町
時
代
を
通
じ
て
の
意
味
関
係
の
変
化
を
適
時
的
に
捉
え
、
そ

の
変
化
の
要
因
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

具
体
的
な
分
析
に
入
る
前
に
、
ま
ず
、
同
一
の
文
脈
で
あ
り
な
が
ら
表
現
が
揺
れ
た
も
の
を
例
と
し
て
、
両
者
が
類
義
関
係
に
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

○
こ
こ
に
西
塔
の
住
侶
、
戒
浄
房
の
阿
閣
梨
祐
慶
と
い
ふ
悪
僧
あ
り
。
（
中
略
）
人
は
か
は
れ
ど
も
祐
慶
は
か
は
ら
ず
、
さ
き
輿
か
い
て
、

長
刀
の
柄
も
こ
し
の
韓
も
く
だ
け
よ
と
と
る
ま
＼
に
、
さ
し
も
さ
が
し
き
東
坂
、
平
地
を
行
が
如
く
也
。
（
覚
一
本
平
家
物
語
　
巻
第
二

一
行
阿
闇
梨
之
沙
汰
）

表
に
示
し
た
よ
う
に
、
覚
一
本
平
家
物
語
「
さ
が
し
き
」
の
部
分
に
対
応
す
る
箇
所
に
、
諸
本
に
よ
っ
て
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の
両
形
が

（2）

用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
訓
点
資
料
に
お
い
て
、
白
氏
文
集
「
大
行
路
」
の
「
瞼
」
の
字
に
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
両
方
の
訓

（3）

が
付
さ
れ
る
。

○
行
路
の
難
（
キ
）
こ
と
〔
於
〕
山
よ
り
モ
難
ク
〔
於
〕
水
よ
り
モ
瞼
な
り
［
角
潮
．
刻
の
］

［
イ
　
刊
刺
叫
］
［
左
　
外
l
川
司
］
（
神
田
本
白

氏
文
集
　
巻
第
三
　
1
9
8
）

カ

タ

タ

　

　

　

ケ

ハ

シ

○
行
路
の
難
ナ
ル
こ
と
　
於
山
ヨ
リ
モ
ミ
　
（
難
）
瞼
於
リ
モ
水
（
天
理
本
白
氏
文
集
　
巻
三
　
些

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
両
者
が
少
な
く
と
も
こ
の
文
脈
に
お
い
て
は
極
め
て
近
い
意
味
を
表
す
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同

一
文
脈
の
同
内
容
を
表
現
し
た
点
に
お
い
て
、
こ
の
二
語
に
は
共
通
す
る
意
義
特
徴
が
あ
り
、
類
義
関
係
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



鎌
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二
　
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の
意
味
関
係

（4）

出
現
状
況
は
次
の
表
1
の
よ
う
に
な
る
。

表
1

一
〇
四

唐
物

＿

光
三

海
道

＿

閑
居
友

方 図 打 古
本

法 三 金
沢

今 往
生

観
‾口 丈

記
書 耳 教

指
昔 智

語 句 記 寮 集 説 百 文 物 要 院
義 本 話 座 帰

‥
庫 語 集 本

釈
聴
集
記

宝
物
集

集 聞
書
抄

任 本
仏
教
説
話
集

集 （西
南
院
蔵
）

三
宝
絵
詞

1 1 1 1 1
ケ
ハ
シ

1 4 4 1
サ
ガ
シ

瞼
5

瞼
1

瞼
1

瞼
9
峻
8
険
1
岨
1

読
み
が
不
明
の
も
の



計

平 平 新 古 十 ＝ 宇 東 ロ土山 明 平 保
家 家 楽 今 訓 ‾帖 治 関 療 恵 治 元
物 物 府 著 抄 n

H
一不 拾 紀 忘 上 物 物

語
（覚

一
本
）

語
（延
慶
本
）

注 聞
集

讃 遺
物
語

行 記 人
夢
記

語 語

31 1 1 1 1 1 2 1

22 4 3 2 2 1

瞼
21
峻
8
険
3
岨
1

瞼
5

除
2

ま
ず
、
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
何
の
形
状
を
表
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
、
形
容
の
対
象
を
分
類
し
、
考
察
を
加
え
る
。

《
ケ
ハ
シ
》

（
1
）
　
地
形

「
ケ
ハ
シ
」
に
は
、
具
体
的
な
地
形
を
形
容
す
る
例
と
し
て
、
次
の
三
例
が
存
す
る
。

①
萄
山
と
い
ふ
や
ま
け
は
し
く
さ
か
し
く
て
、
と
た
え
か
ち
な
る
雲
の
か
け
は
し
を
歩
わ
た
ら
せ
給
（
図
書
寮
本
唐
物
語
　
巻
第
十
八
）

和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て

一
〇
五
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＊
尊
経
閣
文
庫
本
…
…
さ
か
し
く
て
　
　
＊
清
水
浜
臣
校
本
…
…
は
げ
し
く
さ
か
し
く
て

②
う
し
ろ
よ
り
か
き
す
く
ひ
て
、
と
ぶ
や
う
に
し
て
出
で
ぬ
。
あ
き
れ
ま
ど
ひ
て
、
い
か
に
も
お
ぼ
し
わ
か
ぬ
ほ
ど
に
、
お
そ
ろ
し
げ
な

る
物
来
集
ひ
て
、

は
る
か
な
る
山
の
、
け
は
し
く
恐
ろ
し
き
所
へ
率
て
行
て
（
宇
治
拾
遺
物
語
　
巻
十
二
－
二
十
一
）

③
人
ノ
心
住
所
二
似
タ
ル
事
如
シ
随
フ
力
水
之
器
こ
ト
云
ヘ
リ
卜
居
於
高
嶺
二
鎮
ニ
ケ
ハ
シ
キ
坂
ヲ
上
り
下
レ
ハ
衆
徒
ノ
心
武
ク
シ
テ
橋
慢
ヲ
為

先
ト
　
　
＊
「
パ
ケ
シ
キ
」
を
「
ケ
ハ
シ
キ
」
に
反
転
（
延
慶
本
平
家
物
語
　
第
一
本
　
8
5
ウ
）

そ
れ
ぞ
れ
、
山
、
坂
を
「
ケ
ハ
シ
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
　
道
中

次
に
、
具
体
的
な
地
形
で
は
な
く
、
行
き
来
す
る
道
中
の
様
子
を
形
容
す
る
も
の
が
あ
る
。

④
誠
二
、
輪
廻
、
生
死
ノ
遠
キ
道
ニ
ハ
、
悪
業
煩
悩
ノ
、
コ
ラ
ウ
ヤ
カ
ン
イ
カ
ハ
カ
リ
カ
バ
ミ
チ
ノ
＼
テ
候
ラ
ム
。
三
途
八
難
ノ
サ
カ
シ
ク
外

ハ
シ
カ
ラ

ム
道
ヲ
ス
キ
テ
、
一
乗
元
二
ノ
賛
所
ニ
イ
タ
ラ
ム
事
ハ
（
法
華
百
座
間
書
抄
　
ウ
・
型

⑤
つ
い
に
天
竺
に
そ
わ
た
り
た
ま
ひ
に
け
る
（
中
略
）
玄
笑
、
法
鼠
な
と
の
昔
の
あ
と
に
お
も
ひ
あ
は
す
る
に
も
、

さ
こ
そ
は
け
は
し
く
あ

や
う
く
侍
り
け
め
、
と
あ
は
れ
な
り
（
閑
居
友
一
1
0
・
5
）

⑥
老
た
る
も
若
き
も
う
し
ろ
の
み
か
へ
り
み
て
、
さ
き
へ
は
す
、
み
も
や
ら
ざ
り
け
り
。
或
は
磯
べ
の
浪
枕
、
や
え
の
塩
路
に
日
を
く
ら

し
、
或
は
遠
き
を
わ
け
、
け
は
し
き
を
し
の
ぎ
つ
ゝ
、
駒
に
鞭
う
つ
人
も
あ
り
、
舟
に
樟
さ
す
人
も
あ
り
（
覚
一
本
平
家
物
語
　
巻
第
七

福
原
落
）

用
例
④
法
華
百
座
間
書
抄
の
例
は
、
「
サ
ガ
シ
」
と
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
法
華
経
の
化
城
喩
晶
に
つ
い
て
述

べ
る
部
分
で
、
「
輪
廻
、
生
死
の
遠
き
道
」
「
三
途
八
難
の
道
」
と
あ
る
よ
う
に
、
抽
象
性
の
高
い
道
中
で
あ
る
。
後
に
考
察
す
る
「
サ
ガ
シ
」

の
用
例
が
集
中
的
に
見
ら
れ
る
部
分
で
も
あ
る
。
用
例
⑤
は
、
天
竺
へ
の
道
中
を
形
容
す
る
も
の
で
あ
る
。
用
例
⑥
も
同
様
に
、
形
態
と
し

て
の
具
体
的
な
地
形
の
様
子
で
は
な
く
、
そ
の
道
中
の
厳
し
さ
を
言
う
も
の
で
あ
る
。



（
3
）
　
波
・
水
流

波
や
水
の
流
れ
を
形
容
す
る
も
の
が
三
例
存
す
る
。
用
例
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

⑦
時
二
大
海
（
ノ
）
中
二
大
ナ
ル
蓬
莱
山
ア
リ
、
此
（
ノ
）
山
ニ
ト
ツ
カ
ン
ト
ス
ル
ニ
海
ニ
ケ
ハ
シ
キ
波
鱗
ヒ

レ
ヲ
フ
ル
テ
山
へ
船
ヲ
チ
カ
ツ

ケ
ス
　
（
三
教
指
帰
注
　
十
六
オ
6
）

⑧
ソ
ノ
蘭
ハ
ヲ
フ
ヒ
カ
瀧
ナ
ン
ト
ノ
様
ロ
テ
ソ
レ
ヨ
リ
モ
誠
ニ
ケ
ハ
シ
　
瀧
へ
正
ク
筏
ノ
ヲ
チ
入
時
二
宮
テ
（
明
恵
上
人
夢
記
　
四
1
1
）

⑨
天
流
と
名
付
た
る
渡
り
あ
り
。
川
深
く
流
れ
け
は
し
き

と
見
ゆ
る
、
秋
の
水
み
な
ぎ
り
来
り
て
舟
の
去
る
事
す
み
や
か
な
れ
ば
往
来
の

旅
人
た
や
す
く
む
か
ひ
の
岸
に
つ
き
が
た
し
。
（
東
関
紀
行
　
1
6
・
8
）

＊
群
書
類
従
本
…
…
は
け
し
く
み
ゆ
　
＊
正
保
五
年
版
本
…
…
お
そ
ろ
し
き
と
見
ゆ

用
例
⑦
は
、
高
い
山
の
様
子
を
波
に
た
と
え
る
発
想
か
ら
の
表
現
で
あ
る
。
用
例
⑧
⑨
は
、
形
態
的
な
波
の
高
さ
だ
け
で
な
く
、
滝
や
川

の
流
れ
の
激
し
さ
を
言
う
も
の
で
あ
る
。

（
4
）
　
天
候
（
風
）

天
候
、
具
体
的
に
は
風
の
吹
く
激
し
さ
を
形
容
す
る
も
の
が
一
例
存
す
る
。

⑩
い
ま
は
む
か
し
現
数
の
酢
は
北
撃
て
雪
ふ
か
く
願
け
は
し
く
侍
る
山
寺
に
観
立
日
験
し
給
（
ふ
）
　
（
古
本
説
話
集
　
1
4
8
・
1
0
）

や
ま
て
ら
　
　
　
　
　
　
け
ん

（
5
）
　
世
間
・
人
の
心

更
に
、
比
喩
と
し
て
世
間
や
人
の
心
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
も
の
が
三
例
存
す
る
。

⑪
か
の
巫
峡
の
水
の
流
れ
思
ひ
よ
せ
ら
れ
て
、
い
と
あ
や
ふ
き
心
ち
す
れ
。
し
か
は
あ
れ
ど
も
、
人
の
心
に
く
ら
ぶ
れ
ば
、
し
づ
か
な
る

流
ぞ
か
し
と
思
ふ
に
も
、
た
と
ふ
べ
き
か
た
な
き
は
、
埠
瞥
貫
通
の
け
は
し
き
習
ひ
な
り
。

こ
の
川
の
は
や
き
流
れ
も
世
の
中
の
人
の
心
の
た
ぐ
ひ
と
は
見
ず
（
東
関
紀
行
　
1
6
・
望

⑫
大
方
世
ニ
．
ア
両
道
ノ
ワ
ッ
ラ
バ
シ
ク
振
舞
ニ
ク
キ
事
、
薄
氷
ヲ
踏
ヨ
リ
モ
ア
ヤ
ウ
ク
、
ケ
ハ
シ
キ

和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て

ニ
サ
ホ
サ
ス
ヨ
リ
モ
甚
キ
物
ナ
リ
。

一
〇
七
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（
十
訓
抄
　
二
8
8
・
1
0
）

ク
ツ
カ
ヘ
・
・
・

⑬
車
ヲ
擢
ク
道
ヨ
リ
モ
、
人
ノ
心
ハ
サ
カ
シ
ク
、
舟
ヲ
覆
ス
水
ヨ
リ
モ
人
ノ
心
パ
ケ
ハ
シ
ト
申
候
也
。
（
新
楽
府
注
　
4
1
9
・
望

用
例
⑪
は
、
水
の
流
れ
の
激
し
さ
か
ら
、
世
間
の
厳
し
さ
を
連
想
し
た
も
の
で
あ
り
、
用
例
⑫
は
、
世
間
の
厳
し
さ
を
水
の
流
れ
に
例
え

た
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
用
例
⑬
は
、
先
に
触
れ
た
、
白
氏
文
集
の
「
大
行
路
」
を
言
う
も
の
で
、
こ
こ
で
は
「
サ
ガ
シ
」
と
対
句
で
用
い

ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
十
三
例
が
、
現
在
得
ら
れ
た
「
ケ
ハ
シ
」
の
全
用
例
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
次
の
表
2
で
あ
る
。

表
2
　
「
ケ
ハ
シ
」
　
の
形
容
す
る
対
象

計

三法古閑唐明東宇十新延覚
教華本居物恵関治訓楽慶一
指百説友語夢紀拾抄府本本
帰座話記行遺注平平
注集家家

3 山山坂 地
形

3 道天福
道
中

竺原
へ落

3 波瀧流〈、、
〈 波

〈 ‾ノ ’
水
流

2
〉

〉〉

1 風 天
候

3 世世人 世
ににの 間

・
人

経あへい
るる
道道 、い



同
様
の
観
点
か
ら
、
次
に
「
サ
ガ
シ
」
を
分
類
す
る
。

《
サ
ガ
シ
》

（
1
）
　
地
形

ま
ず
、
具
体
的
な
地
形
を
形
容
す
る
も
の
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①
賢
人
の
世
を
の
が
る
ゝ
と
い
ふ
は
、
廻
生
木
の
如
し
。
彼
木
は
深
谷
の
さ
が
し
き

よ
り
な
し
。
（
平
治
物
語
　
2
1
2
・
7
）

に
立
た
れ
ば
、
下
よ
り
も
道
な
し
。
上
よ
り
も
た

②
英
俊
軍
国
ノ
人
此
牛
ヲ
見
テ
、
石
牛
天
ヨ
リ
下
テ
金
ヲ
下
セ
リ
ト
思
ヘ
リ
。
則
五
人
ノ
カ
人
ヲ
シ
テ
山
ヲ
掘
り
牛
ヲ
引
ク
ニ
サ
カ
シ
キ

山
平
ケ
ル
道
二
成
ヌ
。
（
十
訓
抄
第
七
　
個
・
8
）

③
鞍
馬
へ
御
幸
な
る
。
（
中
略
）
篠
の
峯

輿
五
鹿
討
（
ン
）
ビ
申
剖
が
し
き
瞼
難
を
凌
が
せ
給
ひ

て
横
河
の
解
脱
谷
寂
場
坊
、
御
所
に
な
る
。

（
覚
一
本
平
家
物
語
　
巻
第
八
　
紺
掻
之
沙
汰
）

④
石
巌
の
さ
か
し
き
を
き
り
は
ら
（
ツ
）
て
新
な
る
道
場
を
造
り
、
父
の
御
為
と
供
養
じ
て
、
勝
長
寿
院
と
号
せ
ら
る
。
（
覚
一
本
平
家
物
語

巻
第
十
二
　
山
門
御
幸
）

深
谷
、
山
、
篠
の
峯
、
薬
王
坂
、
石
巌
な
ど
を
「
サ
ガ
シ
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
　
道
中

次
に
、
具
体
的
な
地
形
だ
け
で
は
な
く
、
道
中
の
厳
し
さ
を
表
す
も
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

⑤
も
し
ひ
と
を
こ
り
の
心
た
か
け
れ
は
ほ
う
の
み
つ
い
ら
す
　
も
し
よ
き
し
を
く
京
す
れ
は
く
と
く
こ
れ
に
か
な
へ
り
　
二
は
と
う
行
の

と
も
に
さ
か
し
き
を
わ
た
る
か
こ
と
く
に
す
へ
し

た
か
ひ
に
あ
ひ
は
け
め
（
高
野
山
西
南
院
蔵
　
往
生
要
集
　
4
2
・
5
）

⑥
喩
ト
へ
ハ
諸
ノ
人
ア
リ
テ
財
ヲ
モ
ト
メ
ム
カ
タ
メ
ニ
五
百
由
句
ノ
サ
カ
シ
ク
ト
ヲ
キ
道
こ
ム
カ
へ
ラ
ム
。

（
法
華
百
座
間
書
抄
　
ウ
2
7
7
）

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
用
例
⑤
法
華
百
座
間
書
抄
の
例
は
、
化
城
喩
晶
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、
こ
の
文
献
で
の
「
サ
ガ
シ
」
の
全
用

和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

例
が
こ
の
一
連
の
箇
所
に
見
ら
れ
る
。
具
体
的
な
地
形
の
険
阻
な
さ
ま
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
道
中
の
様
々
な
厳
し
さ
を
含
ん
だ
表
現
で
あ

る
。（

3
）
　
波
・
水
流

波
や
水
の
流
れ
を
形
容
す
る
も
の
と
し
て
は
、
海
道
記
の
二
例
が
あ
る
。

⑦
天
中
川
ヲ
渡
レ
ハ
大
河
こ
テ
水
ノ
面
三
町
ア
レ
ハ
舟
ニ
テ
ワ
タ
ル
水
早
ク
波
サ
カ
シ
ク
シ
テ
樟
モ
エ
指
エ
ネ
ハ
大
ナ
ル
臥
ヲ
以
テ
横
二
水
ヲ
カ

キ
テ
渡
ル
　
（
海
道
記
　
1
6
オ
5
）

⑧
播
豆
蔵
宿
ヲ
過
テ
大
堰
川
ヲ
渡
ル
此
河
ハ
中
二
渡
り
多
ク
水
又
叫
利
巧
汎
ヲ
越
へ
嶋
ヲ
阻
テ
瀬
々
片
々
二
分
タ
リ
（
海
道
記
　
1
8
ウ
1
0
）

（
4
）
　
世
間
・
人
の
心

世
間
や
人
の
心
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
も
の
は
、
「
ケ
ハ
シ
」
と
の
対
句
で
あ
る
、
新
楽
府
注
の
次
の
例
の
み
で
あ
っ
た
。

⑨
車
ヲ
推
ク
適
ヨ
リ
モ
、
天
子
聖
前
封

ク
ツ
カ
へ

シ
ク
、
舟
ヲ
覆
ス
水
ヨ
リ
モ
人
ノ
心
パ
ケ
ハ
シ
ト
申
候
也
。
（
新
薬
府
注
　
畑
・
望

以
上
の
用
例
を
中
心
に
、
「
サ
ガ
シ
」
の
形
容
す
る
対
象
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
が
次
頁
の
表
3
で
あ
る
。

「
ケ
ハ
シ
」
の
表
2
と
、
「
サ
ガ
シ
」
の
表
3
と
を
、
分
類
枠
で
比
較
す
る
と
、
一
例
で
は
あ
る
が
、
「
ケ
ハ
シ
」
だ
け
に
、
天
候
を
形
容
す

る
例
が
存
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
全
体
の
割
合
で
比
較
す
る
と
、
「
サ
ガ
シ
」
の
方
が
、
地
形
を
形
容
す
る
も
の
に
偏
り
、
逆
に

「
ケ
ハ
シ
」
は
多
く
の
分
類
枠
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
こ
の
二
点
を
抽
象
化
し
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

両
者
の
比
較
に
お
い
て
、
「
サ
ガ
シ
」
は
具
体
的
な
も
の
の
さ
ま
、
す
な
わ
ち
、
地
形
の
よ
う
に
、
目
に
見
え
常
に
形
の
あ
る
も
の
の
形
態

を
表
し
、
そ
れ
以
外
の
用
法
は
、
文
献
が
限
ら
れ
る
。
一
方
、
「
ケ
ハ
シ
」
は
、
天
候
の
様
に
、
目
に
は
見
え
ず
、
変
化
す
る
も
の
の
様
態
や
、

さ
ら
に
は
世
間
や
人
の
心
の
よ
う
な
、
よ
り
抽
象
的
な
も
の
ご
と
の
さ
ま
を
も
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
和
漢
混
清
文
に
お
い
て
、
「
ケ
ハ
シ
」
が
風
を
形
容
す
る
も
の
は
、
管
見
に
入
る
限
り
で
は
古
本
説
話
集
の
一
例
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
安
時
代
和
文
に
お
い
て
も
、
「
ケ
ハ
シ
」
が
風
や
雪
の
よ
う
に
、
天
候
を
形
容
す
る
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
次
の



表
3
　
「
サ
ガ
シ
」
　
の
形
容
す
る
対
象

計

往法海唐平十新延覚
生華道物治訓楽慶一
要百記語物抄府本本
集座語注平平

家家

41 山山深山山山山

地

〈 谷
1
〉

道峰〈
道坂坂

〉
谷峰

．

形

石
巌

5
（道 道

中道
）

（4
）

2 波 波

’
水

’
水
流

天
候

1人 世

の 間
．、レ 人
心

（
　
）
内
は
喩
え
ら
れ
る
も
の

（5）

名
語
記
の
記
述
か
ら
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
「
ケ
ハ
シ
」
が
風
の
激
し
さ
を
表
す
用
法
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

○
間
風
モ
ケ
ハ
シ
山
モ
ケ
ハ
シ
如
何
答
山
瞼
難
峨
々
也
　
カ
ケ
　
ヒ
カ
　
セ
リ
ノ
反
懸
僻
ノ
義
也
（
名
語
記
　
巻
第
八
　
4
3
オ
）

次
に
、
形
容
す
る
対
象
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
比
喩
的
な
用
法
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
比
喩
的
な
用
法
は
、
大
き
く
は
二
つ
に
分
け
ら

れ
る
。
一
つ
は
道
中
の
厳
し
さ
へ
の
転
用
、
も
う
一
つ
は
、
人
心
や
世
間
の
厳
し
さ
へ
の
転
用
で
あ
る
。
今
仮
に
前
者
を
A
、
後
者
を
B
と

す
る
と
、
A
は
先
の
分
類
で
形
容
す
る
対
象
を
「
道
中
」
と
し
た
も
の
に
該
当
す
る
。
発
想
と
し
て
は
、
地
形
の
険
阻
な
さ
ま
か
ら
、
そ
の

よ
う
な
道
を
通
る
場
合
の
物
理
的
な
行
き
来
の
困
難
さ
へ
、
さ
ら
に
は
、
必
ず
し
も
地
形
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
、
道
中
の
様
々
な
厳
し
さ

へ
と
転
用
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
次
の
用
例
の
よ
う
に
な
る
。

A
　
地
形
の
険
阻
1
往
来
の
困
難
1
道
中
の
厳
し
さ

和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
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究

《
ケ
ハ
シ
》

①
誠
こ
、
輪
廻
、
生
死
ノ
遠
キ
道
ニ
ハ
、
悪
業
煩
悩
ノ
、
コ
ラ
ウ
ヤ
カ
ン
イ
カ
ハ
カ
リ
カ
バ
ミ
チ
く
テ
候
ラ
ム
。
三
途
八
難
ノ
サ
カ
シ
ク

ケ
ハ
シ
カ
ラ

ム
適
ヲ
ス
キ
テ
、
一
乗
元
二
ノ
賛
所
ニ
イ
タ
ラ
ム
事
ハ
（
法
華
百
座
間
書
抄
　
ウ
型

②
玄
突
、
法
顕
な
と
の
昔
の
あ
と
に
お
も
ひ
あ
は
す
る
に
も
、
さ
こ
そ
は
け
は
し
く
あ
や
う
く
侍
り
け
め
、
と
あ
は
れ
な
り
（
閑
居
友
一

1
0
・
5
）

③
或
は
磯
べ
の
浪
枕
、
や
え
の
塩
路
に
日
を
く
ら
し
、
或
は
遠
き
を
わ
け
、
け
は
し
き
を
し
の
ぎ
つ
1
、
駒
に
鞭
う
つ
人
も
あ
り
、
舟

に
樟
さ
す
人
も
あ
り
（
党
一
本
平
家
物
語
　
巻
第
七
　
福
原
落
）

《
サ
ガ
シ
》

④
も
し
よ
き
し
を
く
京
す
れ
は
く
と
く
こ
れ
に
か
な
へ
り
　
二
は
と
う
行
の
と
も
に
さ
か
し
き
を
わ
た
る
か
こ
と
く
に
す
へ
し
　
た
か

ひ
に
あ
ひ
は
け
め
　
（
高
野
山
西
南
院
蔵
　
往
生
要
集
　
4
2
・
5
）

⑤
如
来
ヲ
遠
ク
サ
カ
シ
キ

ノ
シ
ル
ヘ
ト
シ
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
一
価
乗
ノ
賛
虞
ニ
イ
タ
ラ
シ
メ
ム
カ
コ
ト
シ
　
（
法
華
百
座
間
書
抄
　
ウ
㍑
）

こ
こ
で
二
点
が
指
摘
で
き
る
。
一
つ
は
、
A
に
分
類
さ
れ
る
「
サ
ガ
シ
」
の
用
例
が
、
往
生
要
集
、
法
華
百
座
間
書
抄
と
い
う
、
十
世
紀

か
ら
十
二
世
紀
始
め
の
、
い
わ
ば
平
安
時
代
に
含
ま
れ
る
比
較
的
早
い
時
期
の
文
献
で
あ
る
点
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
内
容
が
化
城
喩
晶
の

よ
う
に
、
仏
教
の
教
義
に
関
わ
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
ケ
ハ
シ
」
の
場
合
は
、
法
華
百
座
間
書
抄

だ
け
で
な
く
、
ま
た
仏
教
の
教
義
に
関
わ
ら
な
い
内
容
の
部
分
で
こ
の
よ
う
に
転
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
「
ケ
ハ
シ
」
の
用
法
が
「
サ

（6）

ガ
シ
」
よ
り
広
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
B
と
し
た
も
の
を
見
る
。
こ
れ
は
、
人
生
を
「
旅
」
に
た
と
え
る
発
想
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
の
旅
の
道
中
に
あ
た
る
も
の
を
「
世

間
」
や
「
他
人
の
心
」
と
捉
え
、
そ
の
厳
し
さ
を
表
現
す
る
言
葉
と
し
て
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
が
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
A
よ
り
更

に
抽
象
度
が
高
い
発
想
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
も
の
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
ケ
ハ
シ
に
三
例
、
サ
ガ
シ
に
一
例
存
す
る
。



B
　
「
道
中
」
　
の
厳
し
さ
1
「
世
間
・
人
の
心
」
　
の
厳
し
さ

《
ケ
ハ
シ
》

⑥
か
の
巫
峡
の
水
の
流
れ
思
ひ
よ
せ
ら
れ
て
、
い
と
あ
や
ふ
き
心
す
ち
れ
。
し
か
は
あ
れ
ど
も
、
人
の
心
に
く
ら
ぶ
れ
ば
、
し
づ
か
な

る
流
ぞ
か
し
と
思
ふ
に
も
、
た
と
ふ
べ
き
か
た
な
き
は
、
坤
撃
貫
通
の
け
は
し
き
習
ひ
な
り
。

こ
の
川
の
は
や
き
流
れ
も
世
の
中
の
人
の
心
の
た
ぐ
ひ
と
は
見
ず
（
東
関
紀
行
1
6
・
望

⑦
大
方
世
ニ
ア
ル
道
ノ
ワ
ッ
ラ
バ
シ
ク
振
舞
ニ
ク
キ
事
、
薄
水
ヲ
踏
ヨ
リ
モ
ア
ヤ
ウ
ク
、
ケ
ハ
シ
キ

ニ
サ
ホ
サ
ス
ヨ
リ
モ
甚
キ
物
ナ

リ
。
（
十
訓
抄
一
8
8
・
1
0
）

《
サ
ガ
シ
》

⑧
車
ヲ
擢
ク
道
ヨ
リ
モ
、
天
子
心
ハ

ク
ツ
カ
へ
　
　
ー

サ
カ
シ
ク
、
舟
ヲ
覆
ス
水
ヨ
リ
モ
人
ノ
心
パ
ケ
ハ
シ
ト
申
候
也
。
（
新
楽
府
注
　
4
0
9
∴
曇

「
サ
ガ
シ
」
の
一
例
は
、
用
例
⑧
新
楽
府
注
の
例
で
、
「
ケ
ハ
シ
」
と
対
句
に
な
っ
て
お
り
、
結
局
、
B
の
用
法
の
「
サ
ガ
シ
」
は
、
単
独

の
例
と
し
て
は
存
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

全
体
的
に
用
例
数
が
少
な
い
の
で
、
考
察
に
は
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
る
が
、
以
上
の
A
B
の
現
れ
方
か
ら
、
「
ケ
ハ
シ
」
の
方
が
「
サ
ガ

シ
」
よ
り
比
喩
的
に
用
い
ら
れ
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
形
容
の
対
象
が
、
「
サ
ガ
シ
」
は
具
体
的
な
地
形
が
中
心
だ
っ
．

た
の
に
対
し
、
「
ケ
ハ
シ
」
が
風
の
よ
う
に
常
に
変
化
す
る
も
の
も
含
ん
で
い
た
こ
と
に
通
じ
る
。
つ
ま
り
、
変
化
す
る
物
の
、
そ
の
激
し
く

厳
し
い
動
き
を
捉
え
て
表
現
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
ケ
ハ
シ
」
は
、
目
に
見
え
る
具
体
的
な
も
の
を
形
容
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
抽
象
的

な
も
の
を
比
喩
的
に
形
容
す
る
用
法
へ
と
派
生
し
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

次
に
、
並
列
形
態
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
と
並
列
し
た
形
で
用
い
ら
れ
る
他
の
形
容
詞
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
者
の
差

異
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
用
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

《
ケ
ハ
シ
》

和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
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二
四

①
三
途
八
難
ノ
サ
カ
シ
ク
ケ
ハ
シ
カ
ラ
ム
道
ヲ
ス
キ
テ
、
一
乗
元
二
ノ
賛
所
ニ
イ
タ
ラ
ム
事
ハ
（
法
華
百
座
間
書
抄
　
ウ
型

②
玄
笑
、
法
顕
な
と
の
昔
の
あ
と
に
お
も
ひ
あ
は
す
る
に
も
、

さ
こ
そ
は
け
は
し
く
あ
や
う
く
侍
り
け
め
、
と
あ
は
れ
な
り
（
閑
居
友
一

10・5）

③
お
そ
ろ
し
げ
な
る
物
乗
集
ひ
て
、

《
サ
ガ
シ
》

は
る
か
な
る
山
の
け
は
し
く
恐
ろ
し
き
所
へ
率
て
行
て
（
宇
治
拾
遺
物
語
　
巻
十
二
－
二
十
一
）

④
萄
山
と
い
ふ
や
ま
け
は
し
く
さ
か
し
く
て
、
と
た
え
か
ち
な
る
雲
の
か
け
は
し
を
歩
わ
た
ら
せ
給
（
図
書
寮
本
唐
物
語
　
巻
第
十
八
）

＊
清
水
浜
臣
校
本
…
…
は
げ
し
く
さ
か
し
く
て

⑤
喩
ト
へ
ハ
諸
ノ
人
ア
リ
テ
財
ヲ
モ
ト
メ
ム
カ
タ
メ

ニ
五
百
由
旬
ノ
サ
カ
シ
ク
ト
ヲ
キ
道
ニ
ム
カ
へ
ラ
ム
。
（
法
華
百
座
間
書
抄
　
ウ
2
7
7
）

こ
れ
ら
全
て
の
用
例
を
表
に
ま
と
め
る
と
次
の
表
4
の
よ
う
に
な
る
。

表
4
　
並
列
形
態
に
つ
い
て

サ ケ
ガ

－ヽノ
シ シ

ケト、ヽノ サ

前

項

ヽ
．ノホゲ ガ

シシシ シ

（遠

）

（激

）

ケト サアオ

後

項

ヽ
－ノホ ガヤソ

シシ シフロ
、

（
シソ

遠

）（ （危

）

恐
）

表
4
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
ケ
ハ
シ
」
は
、
状
態
を
表
す
「
サ
ガ
シ
」
と
、
不
安
や
恐
怖
の
感
情
を
表
す
「
ア
ヤ
フ
シ
」
、
「
オ
ソ
ロ
シ
」
と

共
に
用
い
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
一
方
「
サ
ガ
シ
」
は
、
状
態
を
表
す
「
ケ
ハ
シ
」
、
「
ハ
ゲ
シ
」
、
距
離
を
表
す
「
ト
ホ
シ
」
と
共
に
用
い
ら



れ
る
。
「
ト
ホ
シ
」
も
一
種
の
状
態
性
を
表
す
も
の
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
「
サ
ガ
シ
」
が
並
列
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
、
状
態
性
を
表
す
譜
の

み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
「
ケ
ハ
シ
」
は
、
起
伏
や
傾
斜
が
激
し
い
形
態
が
及
ぼ
す
心
理
的
作
用
と
し
て
の
、
不
安
や
恐
怖
の
感
情

と
結
び
つ
く
方
に
用
法
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
「
サ
ガ
シ
」
に
は
そ
の
よ
う
な
用
法
の
広
が
り
は
認
め
難
い
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
ま
で
の
考
察
を
ま
と
め
る
。
和
漢
混
清
文
に
お
い
て
、
「
ケ
ハ
シ
」
は
、
次
の
よ
う
な
点
か
ら
、
「
サ
ガ
シ
」
よ
り
意
味
用
法
が
広
い

と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
具
体
的
な
も
の
の
形
態
だ
け
で
な
く
、
よ
り
抽
象
的
な
も
の
の
様
態
を
も
形
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に

は
、
比
喩
と
し
て
道
中
の
厳
し
さ
、
世
間
や
人
の
心
の
厳
し
さ
を
表
す
用
法
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
。
第
二
に
、
「
ケ
ハ
シ
」
は
、
そ

の
よ
う
な
形
態
が
及
ぼ
す
心
理
的
作
用
で
あ
る
、
不
安
や
恐
怖
の
感
情
と
結
び
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
一
の
点
に
基
づ
い
て
、

両
者
の
意
味
用
法
の
関
係
を
図
示
す
る
と
次
の
図
1
の
よ
う
に
な
る
。

AがBC

地
形
を
形
容
す
る
　
（
地
形
の
傾
斜
、
起
伏
が
激
し
い
さ
ま
）

波
、
水
流
を
形
容
す
る
　
（
波
や
流
れ
の
激
し
い
さ
ま
）

天
候
を
形
容
す
る
　
（
風
の
勢
い
が
激
し
い
さ
ま
）

抽
象
的
事
柄
を
形
容
す
る
　
（
道
中
・
世
間
・
人
心
の
厳
し
い
さ
ま
）

〔
和
漢
混
清
文
〕

A
の
、
具
体
物
を
形
容
す
る
点
で
両
者
は
重
な
り
、
B
・
C
の
、
よ
り
抽
象
的
な
も
の
ご
と
を
形
容
す
る
点
で
「
ケ
ハ
シ
」
は
「
サ
ガ
シ
」

よ
り
意
味
用
法
が
広
い
と
考
え
ら
れ
る
。
A
に
お
け
る
両
者
の
重
な
り
、
特
に
地
形
が
険
阻
で
あ
る
こ
と
を
表
す
点
に
お
い
て
は
、
両
者
は

ほ
ぼ
同
義
の
語
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
A
の
意
味
用
法
の
場
合
に
限
り
、
同
一
の
文
脈
に
お
い
て
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ

（7）

ガ
シ
」
両
形
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
と
説
明
さ
れ
よ
う
。

和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

三
　
通
時
的
考
察

次
に
、
奈
良
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
至
る
文
献
に
お
け
る
用
例
を
通
時
的
に
比
較
し
、
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の
意
味
用
法
の
関
係
変
化

を
捉
え
る
。
な
お
、
文
体
差
も
考
慮
す
る
こ
と
を
予
定
し
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
は
和
文
、
漢
文
訓
読
文
を
調
査
し
た
。

1
　
奈
良
時
代

（8）

ま
ず
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
は
、
管
見
の
限
り
で
は
「
ケ
ハ
シ
」
は
見
出
し
得
な
い
。
万
葉
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
「
サ
ガ
シ
」
の
用
例
は
、

①
②
の
よ
う
な
歌
謡
に
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
地
形
の
険
阻
な
さ
ま
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

①
桐
邁
例
符
厚
着
資
麿
加
多
壇
嶋
崎
峨
矧
禰
台
匝
瑳
刀
理
我
泥
底
伊
母
我
提
垢
刀
経

あ
ら
れ
ふ
る
杵
島
が
岳
を
さ
が
し
み
と
草
採
り
か
ね
て
妹
が
手
を
と
る
（
逸
文
肥
前
園
風
土
記
　
杵
島
）

②
破
始
多
氏
能
倒
矧
始
嫡
柳
椰
摩
茂
和
牽
毛
古
等
赴
駄
利
古
喩
例
麿
椰
須
武
志
呂
箇
茂

梯
立
の
さ
が
し
き
山
も
我
妹
子
と
二
人
越
ゆ
れ
ば
安
席
か
も
（
日
本
書
紀
　
仁
徳
天
皇
　
4
0
6
）

2
　
平
安
時
代
和
文

（9）

次
に
、
平
安
時
代
和
文
に
お
け
る
用
例
を
見
る
。
出
現
状
況
は
次
の
表
5
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
「
ケ
ハ
シ
」
は
、
地
形
を
形
容
す
る
も
の
が
二
例
、
天
候
を
形
容
す
る
も
の
が
三
例
、
計
5
例
見
ら
れ
た
。

《
ケ
ハ
シ
》

（
1
）
　
地
形

①
け
は
し
き

の
ふ
と
こ
ろ
に
て
、
松
風
の
を
と
の
み
き
ゝ
渡
し
な
ら
ひ
た
ま
へ
る
、
い
と
思
ひ
か
け
ぬ
さ
ま
に
、
な
ご
り
な
く
あ
く
が



董 濱 更 夜 紫 nH寿 源 枕 落 宇 晴 多 平 大 土 伊 竹

物 松 級 の 式 泉 氏 草 窪 津 輪 武 中 nHイ芥1
佐 勢 取

丑 中 R
【

寝 部 式 物 子 物 保 R
【

峯 物 物 日 物 物
ロ口 納

言
物
語

記 覚 日
記

部
日
記

語 語 物
語

記 少
将
物
語

語 語 記 語 語

2 1 1

ケ
ハ
シ

2 1 4

サ
ガ
シ

和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て

一

一

七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

と 堤 大

鏡

栄 讃 狭
n
ソ

中 花 岐 衣

Jヽ’ヵ 納
＿＿

物
＿

典 物
＿へ

ば
や
物
語

昌
物
語

語 侍
日
記

語

1

れ
出
で
ぬ
る
に
　
（
浜
松
中
納
言
物
語
　
巻
の
四
　
3
6
3
・
8
）

②
こ
の
た
と
ひ
は
と
ら
の
子
の
け
は
し
き
山
の
み
ね
を
わ
た
る
か
こ
と
し
と
申
な
り
（
大
鏡
　
墜

（
2
）
　
天
候

③
よ
る
の
け
し
き
い
と
～
け
は
し
き

の
を
と
に
人
や
り
な
ら
す
な
け
き
ふ
し
た
ま
へ
る
も
さ
す
か
に
て
（
源
氏
物
語
　
繚
角
∬
・
7
）

＊
河
内
本
・
横
山
本
…
…
は
け
し

④
冬
深
く
な
り
に
た
れ
ば
河
風
け
は
し
く
吹
き
上
げ
つ
～
堰
へ
難
く
お
ぼ
え
け
り
。

（
更
級
日
記
　
1
2
・
5
）

⑤
雪
う
ち
降
り
て
け
は
し
げ
な
る
に

風
の
気
色
も
む
げ
に
か
た
は
ら
さ
び
し
け
れ
ば
、
吉
野
わ
た
り
に
立
ち
寄
り
給
ぬ
。
（
浜
松
中
納
言

物
語
　
3
7
5
・
5
）

全
体
の
用
例
数
自
体
が
少
な
く
、
ま
た
、
用
例
③
の
源
氏
物
語
の
例
に
は
諸
本
に
異
同
が
あ
る
。
し
か
し
、
天
候
を
形
容
す
る
例
が
、
先

の
和
漢
混
清
文
で
の
古
本
説
話
集
や
名
譜
記
の
記
述
と
一
致
し
、
注
目
さ
れ
る
。
一
方
、
「
サ
ガ
シ
」
は
、
地
形
を
形
容
す
る
も
の
が
四
例
、

そ
の
他
、
危
険
な
こ
と
、
の
よ
う
な
、
抽
象
概
念
を
表
す
も
の
が
三
例
存
す
る
。

《
サ
ガ
シ
》



（
1
）
地
形

⑥
三
年
と
い
ふ
年
の
は
る
、
大
き
な
る
峯
に
の
ぼ
り
て
、
見
め
ぐ
ら
せ
ば
、
い
た
ゞ
き
天
に
つ
き
て
、
さ
が
し
き
山
、
遥
か
に
み
ゆ
。
（
宇

津
保
物
語
　
俊
蔭
一
3
8
）

⑦
そ
れ
よ
り
西
を
な
ホ
行
ケ
ば
、
さ
が
u
副
山
七
有
り
。
そ
の
山
よ
り
仙
人

（
出
）
　
て
こ
し
つ
。
（
宇
津
保
物
語
　
俊
蔭
一
4
4
）

⑧
龍
門
、
比
曽
、
高
閣
、
壷
八
坂
）
、
御
嶽
詣
忍
び
て
ま
ウ
で
給
ふ
。
さ
る
ま
、
に
、
さ
が

御
足
腫
れ
ぬ
。
（
宇
津
保
物
語
　
菊
の
宴
　
二
6
7
）

日
割
道
を
あ
ゆ
み
も
知
り
給
は
ず
歩
み
給
へ
ば

⑨
さ
か
し
き
や
軒
こ
へ
い
て
ゝ
そ
お
の
ノ
＼
む
ま
に
は
の
る
み
き
は
の
こ
は
り
を
ふ
み
な
ら
す
む
ま
の
あ
し
を
と
さ
へ
心
は
そ
く
か
な
し

（
源
氏
物
語
　
浮
舟
　
胤
・
望

（
2
）
危
険
事

⑩
（
仲
忠
）
「
相
模
の
事
、
囲
く
さ
か
し
き
事
有
り
て
、

今
年
は
有
ル
ま
じ
と
か
聞
き
侍
り
つ
る
。
…
⊥
（
宇
津
保
物
語
楼
上
　
上
　
三
4
1
g
）

＊
延
宝
五
年
木
版
本
他
九
大
本
系
…
…
さ
わ
（
は
）
か
し
き

⑫
（
惟
光
）
「
い
そ
き
く
る
も
の
は
き
ぬ
の
す
そ
を
も
の
に
ひ
き
か
け
て
よ
ろ
ほ
ひ
た
ふ
れ
て
は
し
よ
り
も
お
ち
ぬ
へ
け
れ
は
『
い
て
こ
の

か
つ
ら
き
の
か
み
こ
そ
さ
か
し
う
L
を
き
た
れ
』

と
む
つ
か
り
て
も
の
ゝ
そ
き
の
こ
ゝ
ろ
も
さ
め
ぬ
め
り
…
…
」
（
源
氏
物
語
　
夕
顔

112・1）

⑫
埋
火
の
い
き
て
う
れ
し
と
思
ふ
に
は
わ
が
ふ
と
こ
ろ
に
い
だ
き
て
ぞ
ぬ
る

と
て
、
か
き
抱
き
て
臥
し
給
（
ひ
）
ぬ
。
女
君
「
い
と
さ
が
し
き
事
な
り
」

と
て
笑
ひ
給
ふ
。
（
落
窪
物
語
　
巻
三
　
1
3
1
・
4
）

＊
広
島
大
学
蔵
四
冊
本
…
…
を
か
し
き
こ
と

「
危
険
事
」
を
表
す
「
サ
ガ
シ
」
は
、
三
例
と
も
会
話
文
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
用
例
⑩
の
宇
津
保
物
語
で
は
、
九
大
本
系

の
諸
本
で
全
て
「
さ
は
が
し
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
サ
ガ
シ
」
の
確
例
と
す
る
に
は
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
用
例
⑪
は
神
の
仕

和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇

業
に
つ
い
て
、
用
例
⑫
は
埋
火
を
懐
に
抱
く
と
い
う
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
言
う
も
の
で
、
解
釈
に
よ
っ
て
は
、
「
サ
ガ
シ
　
（
賢
）
」
　
の

（10）

意
味
に
取
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
検
討
す
べ
き
点
は
残
る
が
、
現
段
階
で
は
、
地
形
を
形
容
す
る
こ
と
か
ら
の
転
用
と
し
て
、
「
人
身
に

危
険
を
及
ぼ
す
よ
う
な
状
態
」
を
表
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
、
和
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
と
「
サ
ガ
シ
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
形
容
す
る
対
象
を
中
心
に
ま
と
め
る
と
次
の
表

6
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
和
文
に
お
い
て
は
、
図
㌢
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
ケ
ハ
シ
」
が
、
風
や
雪
の
勢
い
の
激
し
さ
を
表
す
点
、
「
サ

ガ
シ
」
が
人
身
に
危
険
を
及
ぼ
す
さ
ま
を
表
す
点
で
、
両
者
は
弁
別
的
で
あ
る
と
言
え
る
。

表
6
　
平
安
鎌
倉
時
代
和
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の

形
容
す
る
対
象涼CBA

地
形
を
形
容
す
る
　
（
地
形
の
傾
斜
、
起
伏
が
激
し
い
さ
ま
）

天
候
を
形
容
す
る
　
（
風
・
雲
の
勢
い
が
激
し
い
さ
ま
）

抽
象
的
事
柄
を
形
容
す
る
　
（
人
身
に
危
険
を
及
ぼ
す
さ
ま
）

〔
和
文
〕

3
　
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
文

M鼎爪

次
に
、
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
文
に
お
け
る
用
例
の
検
討
を
行
う
。
出
現
状
況
は
次
の
表
7
の
よ
う
に
な
る
。



知 不 東 法 龍 天 聖 法 東 石 石 正 東 西 小 山 唐
恩 空 寺 華 光 理 語 華 大 山 山 倉 大 大 田 招
院 謂 蔵 義 院 図 蔵 経 寺 寺 寺 院 寺 寺 本 本 捏
蔵 索 不 疏 蔵 書 弁 玄 図 蔵 蔵 蔵 蔵 本 願 妙 寺
地 申iT 動 長 妙 館 中 賛 書 沙 彿 地 地 金 経 法 本
蔵 呪 儀 保 法 蔵 辺 淳 館 禰 説 蔵 蔵 光 四 蓮 金

、レ 軌 四 論 太 明
輪 経 年 華 海 古 百 戒 子 輪 輪 最 律 経 明
経 点 経 寄

帰
内
法
伝

点 法
顕
幽
抄

威
儀
経

須
陀
肇
経

経 経 勝
王
経

最
勝
王
経

ケ
ハ
シ

1 1
サ
ガ
シ

和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て

二
二



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
譜
　
研
　
究

天 天 高 高 高 天 石 広 申ネ
，

興 立 書 高
理 理 山 山 山 理 山 島 田 福 本 陵 山
本 本 寺 寺 寺 本 寺 大 本 寺 寺 部 寺
文 古 本 本 本 白 蔵 学 白 本 本 蔵 蔵
選 文 荘 史 論 氏 大 蔵 氏 大 妙 管 大

掛 子 記 語 文 唐 1＼ノ 文 慈 法 見 毘
書 集 西

域
記

字
文
殊
儀
軌

集 恩
寺
三
蔵
法
師
伝

蓮
華
経

記
紙
背
文
選

塵
遮
那
成
彿
経
疏

1 1 1 1

8 2 6 7

ま
ず
、
両
語
形
の
量
的
な
関
係
は
、
漢
文
訓
読
文
で
は
、
全
体
的
に
は
「
サ
ガ
シ
」
の
方
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
通
時
的
に
見
る
と
、

「
サ
ガ
シ
」
が
九
世
紀
後
半
の
西
大
寺
本
金
光
明
義
勝
王
経
か
ら
現
れ
る
の
に
対
し
、
「
ケ
ハ
シ
」
の
初
出
は
、
院
政
期
頃
の
立
本
寺
本
妙
法

蓮
華
経
ま
で
降
る
。
上
代
文
献
に
「
サ
ガ
シ
」
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
和
文
で
も
和
漢
混
清
文
で
も
「
サ
ガ
シ
」
が
先
に
現
れ
る

こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
「
サ
ガ
シ
」
が
古
く
、
「
ケ
ハ
シ
」
が
新
し
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
両
者
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
、
形
容
す
る
対
象
に
注
目
し
、
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。



《
ケ
ハ
シ
》

（
1
）
地
形

①
聖
賢
、
玄
二
由
（
リ
テ
）

師
伝
　
巻
第
五
　
2
1
）

（
2
）
　
道
中

②
時
に
一
（
り
）
道
師
有

ス

　

　

　

　

　

　

　

ヶ

ハ

　

　

イ

ツ

ク

往
（
カ
）
弗
、
気
寒
（
ク
）
土
瞼
シ
、
亦
焉
ソ
念
（
フ
）
ニ
足
（
ラ
ム
）
ヤ
［
哉
］
（
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

少

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

タ

（
り
）
強
識
に
し
て
智
想
有
（
り
）
明
了
に
し
て
心
決
定
せ
り
瞼
シ
キ
に
存
（
り
）
て
衆
の
難
を
済
フ
（
立
本
寺
本

法
華
経
　
巻
第
三
　
5
2
・
8
）

③
行
路
の
難
（
キ
）
こ
と
〔
於
〕
山
よ
り
モ
難
ク
〔
於
〕
水
よ
り
モ
峨
到
引
［
角

文
集
　
巻
第
三
　
用
）

《
サ
ガ
シ
》

（
1
）
地
形

サ
カ
シ
］
［
イ
　
サ
カ
シ
］
［
左
　
ケ
ハ
シ
］
（
神
田
本
自
民

④
便
是
の
念
を
作
（
さ
）

キ

シ

　

　

叫

利

叫

　

　

　

　

　

　

　

キ

　

　

　

　

　

ヲ

ク
此
崖
は
深
ク
峻
設
ひ
百
千
人
を
し
て
時
三
月
を
経
と
も
亦
断
フ
ル
こ
と
能
（
は
）
じ
［
未
］
（
西
大
寺
本
金
光

明
最
勝
王
経
　
1
7
9
・
1
8
）

ミ

ネ

タ

ニ

　

　

　

　

サ

カ

サ

カ

⑤
太
子
山
の
鉄
琴
を
見
れ
は
嵯
峨
シ
ク
し
て
樹
木
繁
く
茂
し
（
仏
説
太
子
須
陀
挙
経
　
墜

サ
カ

⑥
園
（
ノ
）
南
（
ハ
）
海
二
濱
ス
、
株
刺
邪
山
有
（
リ
）
、
崖
谷
崇
シ
ク
深
シ
、
中
（
ニ
）
［
有
］
白
檀
ノ
香
樹
栴
壇
僧
婆
樹
有
（
り
）
（
興
福

寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
　
巻
第
四
　
掴
）

サ

カ

　

　

　

　

　

サ

カ

⑦
山
行
二
百
幹
里
（
に
し
て
）
山
に
入
（
る
）
　
山
路
崎
壷
シ
ク
攣
往
危
険
シ
。
（
石
山
寺
蔵
大
唐
西
域
記
巻
第
一
響

⑧
正
法
陵
夷
す
と
言
［
者
］
即
（
ち
）
是
（
れ
）
我
が
如
来
の
所
説
の
［
之
］
教
を
正
法
と
名
（
づ
く
）
［
也
］
。
高
く
峻
（
か
し
）
き
を
陵
と

和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て

（
2
）
　
教



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

日
（
ふ
）
［
也
］
。
（
百
法
頭
幽
抄
　
塑

以
上
の
分
類
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
表
8
の
よ
う
に
な
る
。

表
8
　
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」

「
サ
ガ
シ
」
の
形
容
す
る
対
象

一
二
四

教

分
類
枠
と
し
て
は
、

和
漢
混
清
文
に
見
ら
れ
た
、

天
候
、
世
間
や
人
心
を
形
容
す
る
例
が
な
い
。
ま
た
、
仏
教
の
教
義
に
つ
い
て
言
う
も

の
が
「
サ
ガ
シ
」
の
み
に
存
す
る
。
一
例
で
は
あ
る
が
、
「
サ
ガ
シ
」
が
「
ケ
ハ
シ
」
よ
り
早
い
時
期
に
多
く
み
ら
れ
た
全
体
の
出
現
状
況
を

も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
用
例
の
存
し
た
百
法
顕
幽
抄
の
加
点
時
期
、
十
世
紀
中
ご
ろ
の
時
点
で
は
、
「
ケ
ハ
シ
」
よ
り
も
、
「
サ
ガ
シ
」

の
方
が
意
味
用
法
が
広
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

4
　
室
町
時
代

（12）

最
後
に
、
室
町
時
代
に
お
け
る
用
例
を
検
討
す
る
。
調
査
し
た
文
献
と
出
現
状
況
は
表
9
の
通
り
で
あ
る
。

概
観
す
る
と
、
量
的
に
は
、
今
ま
で
と
運
転
し
、
「
ケ
ハ
シ
」
が
多
く
な
る
。
意
味
用
法
に
つ
い
て
は
、
日
葡
辞
書
の
、
次
の
よ
う
な
記
述

（13）

が
注
目
さ
れ
る
。

八
日
葡
辞
書
）

Q
e
u
a
畳
・
斗
勺
で
も
（
辱
「
三
E
什
営
崗
什
甘
帝
代
碧
澤
田
弓
一
粒
浣
碧
q
誓
レ
（
ハ
什
）
．

寧
Q
u
e
u
a
畳
m
i
c
h
i
－
一
a
m
a
哲
・
（
辱
「
音
弾
E
苺
代
）
討
究
碧
q
誓
レ
u
堆
花
里
｝
日
録
事
E
鞍
．



⇒
芹
寿
　
Q
u
e
u
a
一
畳
f
i
t
O
．
（
辱
「
ぐ
レ
＞
）
両
等
野
澤
辞
8
軸
ぐ
レ
＞
．
（
お
冒
）

S
a
g
a
昏
豊
新
「
ぐ
二
霹
「
三
．
霹
「
〈
べ
庫
か
R
ニ
品
日
等
芦
か
（
曲
現
）
・
寧
S
a
g
a
畳
y
a
m
a
・
（
霹
「
ぐ
昌
）
・
評
「
〈
巾
焉
沖
べ

ぐ
レ
か
E
．
（
∽
命
r
）

表
9虎 天 天 詩 御 毛 四 中 閑

明 草 草 学 HHHn
個 詩 河 華 吟

本 版 版 大 草 抄 入 若 集
狂
言

伊
曽
保
物
語

平
家
物
語

成
抄

子 海 木
詩
抄

2 1 9 1 2
ケ
ハ
シ

9 3
サ
ガ
シ

「
ケ
ハ
シ
」
の
項
に
、
「
険
阻
で
起
伏
が
ひ
ど
い
」
と
い
う
記
述
と
共
に
、
「
比
喩
」
と
し
て
、
「
厄
介
な
、
根
性
の
悪
い
人
」
と
、
人
の
性

質
を
形
容
す
る
用
法
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
サ
ガ
シ
」
に
つ
い
て
は
、
地
形
に
関
す
る
記
述
の
み
と
な
る
。
こ
の
時
代
の
、
両
者
の

基
本
的
な
意
味
用
法
の
違
い
は
、
こ
の
日
葡
辞
書
の
記
述
で
把
握
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
ケ
ハ
シ
」
は
具
体
的
な
地
形
と
共
に
、
人
の
性

質
を
も
形
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、
「
サ
ガ
シ
」
は
地
形
を
形
容
す
る
の
み
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
文
献
か
ら
得
ら

れ
た
用
例
を
、
分
類
し
た
形
で
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て

一
二
五
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倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

《
ケ
ハ
シ
》

（
1
）
　
地
形

ツ
ル
ギ

①
［
寄
道
難
釦
閣
膵
］
苛
ハ
山
国
デ
山
ハ
カ
リ
テ
山
ノ
ス
ル
ド
ニ
ケ
ワ
シ
イ
コ
ト
カ
剣
ノ
バ
ノ
如
ナ
ソ
（
詩
学
大
成
抄
　
二
5
2
ウ
）

②
ち
ら
ん
L
や
う
と
申
（
す
）
山
は
、
極
め
て
高
く
け
わ
し
き
な
り
。
虎
、
野
千
の
す
み
か
に
て
、
人
さ
ら
に
行
き
通
ふ
な
し
。
（
御
伽
草
子

熊
野
の
御
本
地
の
さ
う
し
）

（
2
）
　
波
・
水
流

③
［
故
有
風
涛
之
険
天
限
之
分
］
険
パ
ケ
ハ
シ
イ
ト
ヨ
ム
ソ
山
ノ
ケ
ワ
シ
イ
如
ナ
浪
カ
ア
ル
ソ
（
詩
学
大
成
抄
　
二
2
7
ウ
4
）

（
3
）
　
世
間
・
人
心

④
［
人
間
何
虞
不
峻
厳
］
海
中
瞼
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
人
間
ノ
ヨ
ト
コ
テ
モ
ア
レ
瞼
ニ
ナ
イ
ハ
ナ
イ
ソ
　
チ
ッ
ト
モ
物
ヲ
云
へ
ハ
人
力
ソ
シ

ル
程
二
世
間
パ
ケ
ハ
シ
イ
ソ
　
カ
ウ
云
へ
ハ
時
世
ノ
事
ハ
可
知
ソ
（
四
河
入
海
一
の
三
　
2
8
ウ
1
）

（
4
）
　
動
作
・
表
情

⑤
（
山
伏
）
…
…
一
い
の
り
こ
そ
は
い
の
っ
つ
た
れ
、
ぼ
ろ
お
ん
く
く
く
（
ト
書
）
い
ぬ
わ
ん
く
と
い
ふ
て
か
み
つ
か
ふ
と
す
る

（
マ
マ
）

（
中
略
）
犬
ぼ
う
ず
に
な
な
つ
く
山
ぶ
し
の
か
た
へ
け
し
か
く
る
、
（
山
伏
）
あ
ま
り
け
は
し
う
け
し
か
け
そ
（
ト
書
）
い
の
る
間
は
よ
く

と
ら
へ
て
い
よ
　
（
虎
明
本
狂
言
　
聾
類
山
伏
類
　
犬
山
伏
）

《
サ
ガ
シ
》

（
1
）
　
地
形

⑥
［
但
君
江
路
峻
常
態
汲
腰
酸
］
坂
力
遠
テ
サ
カ
シ
キ
程
二
水
ヲ
汲
テ
カ
ヘ
ル
腰
カ
イ
タ
イ
ソ
（
四
河
入
海
　
八
の
四
　
1
1
オ
3
）

⑦
節
彼
　
－
　
毛
力
義
こ
ハ
コ
＼
ニ
節
然
ト
高
サ
カ
シ
イ
ハ
南
山
テ
ア
ル
ソ
　
（
毛
詩
抄
　
十
二
　
2
オ
3
）

「
ケ
ハ
シ
」
は
、
地
形
を
形
容
す
る
用
例
①
②
の
他
、
用
例
③
の
よ
う
に
波
を
形
容
す
る
も
の
、
用
例
④
の
よ
う
に
、
世
間
の
厳
し
さ
を
言



う
も
の
、
更
に
は
、
用
例
⑤
の
よ
う
に
、
「
け
し
か
け
る
」
と
い
う
動
作
の
激
し
さ
、
厳
し
さ
を
言
う
も
の
が
あ
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、

次
の
表
1
0
の
よ
う
に
な
る
。

表
1
0
　
室
町
時
代
文
献
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の
形
容
の

対
象

日
葡
辞
書
の
記
述
と
合
わ
せ
る
と
、
室
町
時
代
以
降
、
「
ケ
ハ
シ
」
は
、
物
の
形
態
か
ら
、
人
の
動
き
や
性
質
を
も
表
す
方
向
へ
と
、
意
味

用
法
を
広
げ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
方
、
「
サ
ガ
シ
」
は
、
地
形
を
形
容
す
る
だ
け
の
語
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ケ

ハ
シ
」
　
に
「
サ
ガ
シ
」
が
取
り
込
ま
れ
た
関
係
に
な
る
。

三
　
ま
と
め

奈
良
時
代
か
ら
の
大
き
な
流
れ
を
概
観
す
る
と
、
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
　
の
意
味
関
係
の
通
時
的
変
化
は
、
図
3
の
よ
う
に
な
る
。

「
ケ
ハ
シ
」
は
A
の
部
分
の
重
な
り
を
中
心
と
し
て
「
サ
ガ
シ
」
を
取
り
込
み
、
比
喩
・
転
用
を
契
機
と
し
て
意
味
用
法
を
広
げ
て
い
く
。

逆
に
　
「
サ
ガ
シ
」
は
A
の
部
分
の
重
な
り
を
中
心
と
し
て
ケ
ハ
シ
に
取
り
込
ま
れ
、
意
味
用
法
が
縮
小
す
る
。
つ
ま
り
、
地
形
の
険
阻
な
さ

ま
を
表
す
点
で
「
サ
ガ
シ
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
用
法
を
持
つ
　
「
ケ
ハ
シ
」
が
現
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
以
前
は
、
比
喩
的
に
抽
象
的
な
も

の
ご
と
を
形
容
す
る
用
法
を
持
っ
て
い
た
「
サ
ガ
シ
」
は
、
そ
の
用
法
を
「
ケ
ハ
シ
」
　
に
譲
る
こ
と
と
な
る
。
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
両
者

の
意
味
用
法
の
違
い
は
、
こ
の
意
味
関
係
変
化
の
過
渡
的
状
況
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
意
味
関
係
の
変
化
が
お
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
の
一
つ
は
、
「
ケ
ハ
シ
」
が
意
味
用
法
を
広
げ
る
室
町
時

和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

て
＼ノ

（
奈
良
）

（
平
安
）

（
鎌
倉
）

（
室
町
）

在
一
志
二
日

AがBC

地
形
を
形
容
す
る
（
地
形
の
傾
斜
、
起
伏
が
激
し
い
さ
ま
）

波
、
水
流
を
形
容
す
る
（
波
や
流
れ
の
勢
い
が
激
し
い
さ
ま
）

天
候
を
形
容
す
る
（
風
の
勢
い
が
激
し
い
さ
ま
）

抽
象
的
事
柄
を
形
容
す
る

代
以
前
の
、
院
政
鎌
倉
時
代
の
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
意
味
用
法
か
ら
、
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

（14）

「
ケ
ハ
シ
」
は
、
比
喩
的
な
用
法
を
契
機
と
し
て
意
味
用
法
を
拡
大
し
た
。
こ
の
、
比
喩
的
な
用
法
は
、
「
ケ
ハ
シ
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う

な
地
形
の
状
態
が
及
ぼ
す
、
心
理
的
作
用
か
ら
転
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
地
形
に
と
ど
ま
ら
ず
、
厳
し
さ
や
激
し
さ
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
に
転
用
さ
れ
、
そ
れ
が
定
着
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
味
用
法
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
和
漢
混
清

文
で
み
た
よ
う
に
、
「
ア
ヤ
フ
シ
」
や
「
オ
ソ
ロ
シ
」
と
い
っ
た
、
地
形
の
険
し
さ
が
及
ぼ
す
心
理
的
作
用
と
し
て
の
、
不
安
や
恐
怖
な
ど
の

マ
イ
ナ
ス
の
感
情
と
結
び
つ
く
性
格
を
持
つ
「
ケ
ハ
シ
」
は
、
「
サ
ガ
シ
」
と
比
べ
て
、
比
喩
と
し
て
他
の
も
の
に
転
用
さ
れ
や
す
か
っ
た
の



で
は
な
い
か
。
ま
た
、
地
形
の
よ
う
に
具
象
性
の
強
い
も
の
の
形
態
だ
け
で
な
く
、
天
候
の
よ
う
に
、
目
に
見
え
ず
変
化
す
る
も
の
の
状
態

を
表
す
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
後
に
、
人
の
動
作
や
性
格
な
ど
、
抽
象
的
な
も
の
の
現
れ
方
の
様
態
を
促
え
、
表
現
す
る
用
法
へ
と
派
生
し

や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

逆
に
「
サ
ガ
シ
」
は
、
和
文
で
見
ら
れ
た
、
「
危
険
事
」
を
表
す
よ
う
な
比
喩
的
用
法
が
、
中
世
以
降
見
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
は
、
中
世

以
降
の
「
サ
ガ
シ
」
が
、
「
ケ
ハ
シ
」
に
比
べ
て
、
地
形
と
い
う
、
具
象
性
の
強
い
も
の
を
客
観
的
に
形
容
す
る
用
法
が
中
心
と
な
り
、
抽
象

性
の
強
い
も
の
に
は
転
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
同
じ
く
地
形
の
険
阻
な
さ
ま
を
表
す
「
ケ
ハ
シ
」
が
現
れ
、
し
か
も
そ
の
「
ケ
ハ

シ
」
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
よ
り
抽
象
的
な
も
の
ご
と
の
様
態
へ
と
派
生
、
転
用
さ
れ
や
す
い
性
格
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
中
世
に
お
い
て

は
「
サ
ガ
シ
」
の
意
味
用
法
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
あ
る
い
は
既
に
、
「
サ
ガ
シ
」
が
よ
り
古
い
語
、
あ
る
い
は
文
章
語
と
し
て
認
識
さ
れ

（15）

た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
、
緊
密
な
類
義
関
係
に
あ
る
い
く
つ
か
の
語
彙
が
、
適
時
的
に
見
る
と
、
一
方
が
一
方
を
取
り
込
み
な
が
ら
拡
大
し
て
行
く

関
係
に
あ
る
場
合
、
そ
の
過
渡
的
な
状
況
と
し
て
、
拡
大
す
る
方
は
抽
象
度
を
増
し
て
多
義
と
な
り
、
縮
小
す
る
方
は
具
象
怪
を
増
し
て
、

意
味
用
法
が
限
定
的
に
な
る
と
い
う
、
一
つ
の
類
型
が
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
類
型
を
持
つ
形
状
形
容
詞
の
、
意
味
関
係

変
化
の
要
因
を
、
主
に
感
情
表
現
と
結
び
つ
く
か
否
か
、
変
化
す
る
も
の
の
様
態
を
表
す
か
否
か
と
い
う
二
点
に
帰
着
さ
せ
、
指
摘
し
た
。

国
語
史
研
究
の
中
で
も
、
体
系
的
な
研
究
が
遅
れ
て
い
る
語
彙
史
研
究
で
は
、
意
味
関
係
の
変
化
、
変
遷
の
実
態
の
記
述
は
次
第
に
盛
ん

（16）

に
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
類
型
性
や
、
要
因
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
後
回
し
に
潰
れ
る
こ
と
が
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
稿
は
、
二
語
の

意
味
関
係
変
化
の
実
態
を
、
一
類
型
と
し
て
捉
え
、
更
に
そ
の
要
因
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
語
彙
史
研
究
の
一
階

梯
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。
な
お
、
古
辞
書
、
和
歌
を
含
む
よ
り
多
く
の
文
献
調
査
に
基
づ
く
、
よ
り
綿
密
な
実
証
的
分
析
と
共
に
、

文
献
に
現
れ
な
い
事
実
へ
の
配
慮
等
、
残
さ
れ
た
課
題
は
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
意
味
関
係
の
類
型
性
を
持
つ
語
彙
は
他
に
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
他
に
ど
の
よ
う
な
類
型
が
あ
る
の
か
、
今
後
更
に
考
え
て
い
き
た
い
。

和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て



注（1）

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

「
サ
ガ
シ
」
の
意
味
、
用
法
、
語
源
等
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
御
論
考
が
存
す
る
。
山
田
孝
雄
『
国
語
の
中
に
於
け
る
漢
語
の
研
究
』
　
（
昭
和

十
五
年
四
月
、
宝
文
館
）
、
原
田
芳
起
『
平
安
時
代
文
学
語
彙
の
研
究
』
　
（
昭
和
三
十
七
年
九
月
、
風
間
書
房
）
、
池
田
亀
鑑
「
「
さ
が
」
「
さ
が
な
」

「
た
ま
さ
か
」
の
語
義
」
　
（
『
国
語
と
国
文
学
』
　
二
十
四
巻
六
号
　
昭
和
二
十
二
年
六
月
）
、
山
崎
馨
「
形
容
詞
さ
か
し
・
さ
が
し
考
」
　
（
松
村
明
教
授

還
暦
記
念
『
国
語
学
と
国
語
史
』
所
収
）
等
。
漢
語
「
嵯
峨
」
と
の
関
わ
り
を
含
む
語
源
研
究
が
中
心
で
あ
り
、
類
義
語
「
ケ
ハ
シ
」
と
の
意
味
関

係
を
考
察
す
る
本
稿
と
は
視
点
を
異
に
す
る
。

（
2
）
　
次
の
文
献
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
。
（
屋
代
本
以
下
は
影
印
）

覚
一
本
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
家
物
語
』
上
・
下
）
、
屋
代
本
（
貴
重
古
典
籍
叢
書
『
屋
代
本
平
家
物
語
』
昭
和
四
十
八
年
、
角
川
書
店
）
、
平

松
家
本
（
『
平
松
家
本
平
家
物
語
』
昭
和
六
十
三
年
、
清
文
堂
）
、
百
二
十
句
本
（
『
百
二
十
句
本
平
家
物
語
』
昭
和
四
十
三
年
、
汲
古
書
院
）
、
延
慶

本
（
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
昭
和
五
十
七
年
、
汲
古
書
院
）
、
長
門
本
（
『
内
閣
文
庫
蔵
本
長
門
本
平
家
物
語
』
昭
和
四
十
六
年
、
芸
林
社
）
。

（
3
）
　
次
の
文
献
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
。

神
田
本
（
太
田
次
男
・
小
林
芳
規
『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』
昭
和
五
十
七
年
、
勉
誠
社
）
、
天
理
本
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
文
選
　
邁
志

集
　
白
氏
文
集
』
昭
和
五
十
五
年
、
八
木
書
店
）
。
ま
た
、
小
林
芳
規
『
研
海
糎
綿
　
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
昭
和
四
十
二
年
三
月
、
東
京

大
学
出
版
会
）
第
四
章
第
四
節
第
一
項
「
神
田
本
自
民
文
集
の
訓
の
類
別
」
に
お
い
て
、
白
氏
文
集
当
該
箇
所
の
、
現
存
訓
点
諸
本
の
異
同
と
、
請

訓
の
性
格
及
び
そ
の
意
味
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
調
査
し
た
文
献
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

観
智
院
本
三
宝
絵
詞
（
高
橋
伸
幸
『
欄
警
一
宝
絵
集
成
』
昭
輿
笠
間
書
院
）
、
西
南
院
蔵
往
生
要
集
（
西
崎
亨
『
鵬
軸
酎
『
往
生
要
集
』
断
簡
』
昭

6
1
、
和
泉
書
院
）
、
今
昔
物
語
集
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
（
古
典
文
庫
）
、
三
教
指
帰
注
（
築
島
裕
・
小
林
芳
規

『
中
山
法
華
教
寺
本
三
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』
昭
5
5
、
武
蔵
野
書
院
）
、
法
華
百
座
間
書
抄
（
小
林
芳
規
『
法
華
百
座
間
書
抄
総
索
引
』
昭

5
5
、
武
蔵
野
書
院
）
、
古
本
説
話
集
（
山
内
洋
一
郎
『
古
本
説
話
集
総
索
引
』
昭
5
6
、
風
間
書
房
）
、
打
開
集
（
東
辻
保
和
『
打
開
集
の
研
究
と
総
索

引
』
昭
5
5
、
清
文
堂
）
、
図
書
寮
本
宝
物
集
（
昭
4
、
古
典
保
存
会
刊
）
、
方
丈
記
（
青
木
怜
子
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
昭
4
0
、
武
蔵
野
書
院
）
、

閑
居
友
（
峰
岸
明
・
王
朝
文
学
研
究
会
『
閑
居
友
本
文
及
び
総
索
引
』
昭
輿
武
蔵
野
書
院
）
、
海
道
記
（
江
口
正
弘
『
海
道
記
　
語
彙
及
び
漢
字
索

引
』
昭
5
5
、
笠
間
書
院
）
、
光
言
句
義
釈
聴
集
記
（
高
山
寺
資
料
叢
書
『
明
恵
上
人
資
料
第
二
』
昭
輿
東
京
大
学
出
版
会
）
、
唐
物
語
（
池
田
利
夫

『
唐
物
語
　
校
本
及
び
総
索
引
』
昭
5
0
、
笠
間
書
院
）
、
保
元
物
語
・
平
治
物
語
・
宇
治
拾
遺
物
語
・
古
今
著
聞
集
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
明

恵
上
人
夢
記
・
却
廃
忘
記
（
高
山
寺
資
料
叢
書
『
明
恵
上
人
資
料
第
二
』
昭
輿
東
京
大
学
出
版
会
）
東
関
紀
行
（
江
口
正
弘
『
東
関
紀
行
　
本
文



及
び
総
索
引
』
昭
輿
熊
本
女
子
大
学
国
語
学
研
究
室
）
、
三
帖
和
讃
（
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
第
三
巻
』
昭
輿
法
蔵
館
）
、
十
訓
抄
〈
泉
基
博
『
十

訓
抄
本
文
と
索
引
』
）
、
新
楽
府
注
（
来
田
隆
「
真
福
寺
蔵
新
楽
府
注
総
索
引
（
一
）
1
本
文
編
・
豊
語
索
引
編
－
」
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
二
輯

昭
5
4
）

な
お
、
分
析
に
採
用
し
た
用
例
は
、
仮
名
書
き
さ
れ
た
も
の
、
漢
字
に
訓
の
付
さ
れ
た
も
の
に
限
っ
た
。
ま
た
、
右
記
テ
キ
ス
ト
以
外
に
調
べ
得
た

諸
本
の
異
同
は
、
で
き
る
限
り
記
し
た
（
以
下
同
じ
）
。

（
5
）
　
田
山
方
南
校
閲
・
北
野
克
写
『
名
譜
記
』
（
昭
和
五
十
八
年
、
勉
誠
社
）
に
よ
る
。
な
お
、
「
サ
ガ
シ
」
に
つ
い
て
は
、
天
候
を
形
容
す
る
用
法
の

記
述
は
な
く
、
意
味
に
関
し
て
「
険
難
ノ
義
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

○
次
叫
刈
羽
ト
イ
ヘ
ル
サ
カ
如
何
嵯
峨
也
峨
々
ト
サ
カ
シ
ト
モ
イ
ヘ
リ
険
難
ノ
義
也
反
二
ハ
ア
ラ
ス
　
（
名
語
記
　
巻
第
六
　
1
5
オ
）

（
6
）
　
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
比
喩
的
な
用
法
が
現
れ
る
こ
と
は
、
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
「
道
」
と
い
う
譜
の
多
義
性
、

抽
象
性
に
も
大
き
く
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）
　
両
語
に
対
す
る
当
時
の
言
語
意
識
（
新
旧
、
文
章
語
・
会
話
語
等
）
が
問
題
に
な
ろ
う
。
「
険
阻
な
さ
ま
」
を
表
す
点
で
は
交
換
可
能
な
語
で
あ

る
と
認
識
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
二
方
で
、
先
述
の
平
家
物
語
諸
本
で
の
現
れ
方
を
見
る
と
、
読
み
本
系
で
は
「
サ
ガ
シ
」
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
文
体
的
特
徴
に
関
し
て
示
唆
的
で
あ
る
。

（
8
）
　
古
事
記
（
高
木
市
之
助
・
富
山
民
蔵
『
古
事
記
大
成
索
引
篇
』
昭
輿
平
凡
社
）
、
風
土
記
・
万
葉
集
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
。

（
9
）
　
調
査
し
た
文
献
及
び
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

竹
取
物
語
（
上
坂
信
男
『
軌
晦
竹
取
翁
物
語
語
彙
索
引
』
昭
輿
笠
間
書
院
）
、
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
土
佐
日
記

（
小
久
保
崇
明
・
山
田
螢
徹
『
土
佐
日
記
本
文
及
び
語
彙
索
引
』
昭
輿
笠
間
書
院
）
、
平
中
物
語
（
曽
田
文
雄
『
「
平
中
物
語
」
研
究
と
索
引
』
昭

郁
、
渓
水
社
）
、
多
武
峯
少
将
物
語
（
小
久
保
崇
明
『
多
武
峯
少
将
物
語
本
文
及
び
総
索
引
』
昭
翼
笠
間
書
院
）
、
晴
蛤
日
記
（
佐
伯
梅
友
・
伊
牟

田
経
久
『
撒
賢
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引
』
昭
輿
風
間
書
房
）
、
宇
津
保
物
語
、
落
窪
物
語
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
枕
草
子
（
田
中
重
太
郎

『
校
本
枕
冊
子
』
昭
2
8
～
4
2
古
典
文
庫
）
、
源
氏
物
語
（
池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
』
昭
2
8
～
輿
中
央
公
論
社
）
、
和
泉
式
部
日
記
（
東
節
夫
・

塚
原
鉄
雄
・
前
田
欣
吾
『
和
泉
式
部
日
記
総
索
引
』
昭
輿
武
蔵
野
書
院
）
、
紫
式
部
日
記
・
夜
の
寝
覚
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
更
級
日
記

（
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
・
前
田
欣
吾
『
更
級
日
記
総
索
引
』
昭
輿
武
蔵
野
書
院
）
、
浜
松
中
納
言
物
語
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
豊
物
語
（
小

久
保
崇
明
『
葦
物
語
校
本
及
び
総
索
引
』
昭
輿
笠
間
書
院
）
、
狭
衣
物
語
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
讃
岐
典
侍
日
記
（
今
小
路
覚
端
・
三
谷

幸
子
『
校
本
讃
岐
典
侍
日
記
』
昭
輿
初
音
書
房
）
、
栄
花
物
語
（
高
知
大
学
人
文
学
部
国
語
史
研
究
会
編
『
栄
花
物
語
本
文
と
索
引
』
昭
輿
武

蔵
野
書
院
）
、
大
鏡
（
秋
葉
安
太
郎
『
大
鏡
の
研
究
』
昭
輿
桜
楓
社
）
、
堤
中
納
言
物
語
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
と
り
か
へ
ば
や
物
語
〈
鈴

和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

木
弘
道
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
の
研
究
』
昭
4
8
、
笠
間
書
院
）
。

（
1
0
）
　
和
漢
混
清
文
、
漢
文
訓
読
文
、
ま
た
室
町
時
代
文
献
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
「
サ
ガ
シ
」
は
見
ら
れ
な
い
。
い
わ
ば
、
平
安
時
代
和
文
の
会

話
文
に
の
み
認
め
ら
れ
る
意
味
用
法
と
い
え
る
。
文
体
、
位
相
に
関
わ
る
問
題
が
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
詳
し
い
調
査
、
考
察
は
後
日
を
期

し
た
い
。

（
1
1
）
　
調
査
し
た
文
献
及
び
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

唐
招
提
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
（
稲
垣
端
穂
「
唐
招
提
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
」
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
一
輯
、
昭
2
9
・
4
）
、
山
田
本
妙
法
蓮

華
経
（
大
坪
併
治
「
山
田
本
妙
法
蓮
華
経
古
点
」
『
同
』
第
七
韓
、
昭
3
1
・
8
）
、
小
川
本
願
経
四
分
律
（
大
坪
併
治
「
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点
」

『
同
』
第
九
韓
、
昭
3
3
・
1
）
、
西
大
寺
本
金
光
明
景
勝
王
経
（
春
日
政
治
『
西
大
寺
本
金
光
明
景
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
昭
輿
勉
誠
社
）
、

東
大
寺
蔵
地
蔵
十
輪
経
・
石
山
寺
蔵
法
華
経
玄
賛
・
石
山
寺
蔵
大
唐
西
域
記
・
法
華
義
疏
・
知
恩
院
蔵
地
蔵
十
輪
経
（
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語

学
的
研
究
釈
文
篇
』
昭
輿
勉
誠
社
）
、
正
倉
院
本
地
蔵
十
輪
経
（
中
田
祝
夫
『
正
倉
院
本
地
蔵
十
輪
経
巻
五
・
七
元
慶
点
』
昭
輿
勉
誠
社
）
、
石

山
寺
蔵
仏
説
太
子
須
陀
肇
経
（
小
林
芳
規
・
松
本
光
隆
・
鈴
木
恵
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
7
1
・
7
2
合
併
号
、
昭
5
9
・
5
）
、
石
山
寺
蔵
沙
弥
十
戒

威
儀
経
（
小
林
芳
規
『
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
』
昭
輿
汲
古
書
院
）
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
百
法
療
幽
抄
（
稲
垣
瑞
穂
「
東
大
寺
図
書
館
蔵
百

法
顕
幽
抄
」
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
五
十
八
韓
、
昭
5
3
・
5
）
、
聖
語
蔵
弁
中
辺
論
（
築
島
裕
「
聖
語
蔵
弁
中
辺
論
天
暦
点
」
『
同
』
第
一
韓
、

昭
2
9
・
4
）
、
南
海
寄
帰
内
法
伝
・
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
（
大
坪
併
治
『
訓
点
資
料
の
研
究
』
昭
輿
風
間
書
房
）
、
東
寺
蔵
不
動
儀
軌
（
日
本
雅

章
「
東
寺
不
動
儀
軌
」
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
六
十
五
輯
、
昭
5
1
・
1
1
）
、
不
空
羅
索
神
呪
心
経
（
小
林
芳
規
「
西
大
寺
本
不
空
羅
索
神
呪
心
経

寛
徳
点
の
研
究
－
釈
文
と
索
引
－
」
『
国
語
学
』
第
三
十
三
集
、
昭
3
3
・
6
）
、
大
毘
慮
遮
那
成
仏
経
疏
（
高
山
寺
資
料
叢
書
『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第

三
』
昭
輿
東
京
大
学
出
版
会
）
、
管
見
記
紙
背
文
選
（
山
崎
誠
「
文
選
巻
二
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
管
見
記
」
紙
背
文
選
」
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第

七
集
、
昭
5
9
・
5
）
、
立
本
寺
本
妙
法
蓮
華
経
（
門
前
正
彦
「
立
本
寺
本
妙
法
蓮
華
経
」
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
別
冊
第
四
、
昭
4
3
・
1
2
）
、
興
福

寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
（
築
島
裕
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
昭
興
東
京
大
学
出
版
会
）
、
広
島
大
学
蔵

八
字
文
殊
儀
軌
（
井
上
親
雄
「
広
島
大
学
蔵
八
字
文
殊
儀
軌
古
暮
1
－
本
文
・
校
異
・
訳
文
－
　
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
三
十
九
韓
、
昭
4
3
・
1
0
）
、
天

理
本
論
語
・
天
理
本
荘
子
・
天
理
本
古
文
尚
書
・
天
理
本
文
選
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
、
昭
5
5
・
5
7
、
八
木
書
店
）
。

な
お
、
漢
籍
と
仏
書
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
る
が
、
今
回
ま
で
の
考
察
で
は
、
用
例
の
量
的
偏
り
や
、
意
味
用
法
の
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の

と
し
て
、
便
宜
上
一
律
に
扱
う
こ
と
と
し
た
。

（
1
2
こ
　
調
査
し
た
文
献
及
び
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

閑
吟
集
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
中
華
若
木
詩
抄
（
勉
誠
社
文
庫
）
、
四
河
入
海
・
毛
詩
抄
（
岡
見
正
雄
・
大
塚
光
信
編
『
抄
物
資
料
集
成
』
昭



4
6
、
清
文
堂
）
、
御
伽
草
子
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
詩
学
大
成
抄
（
柳
田
征
司
『
詩
学
大
成
抄
の
国
語
学
的
研
究
』
昭
4
9
、
清
文
堂
）
、
天

草
版
平
家
物
語
（
江
口
正
弘
『
天
草
版
平
家
物
語
対
照
本
文
及
び
総
索
引
』
昭
6
1
、
明
治
書
院
）
、
天
草
版
伊
曽
保
物
語
（
大
塚
光
信
『
キ
リ
シ
タ

ン
版
『
エ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
私
注
』
昭
輿
臨
川
書
院
）
、
虎
明
本
狂
言
（
北
原
保
雄
『
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
の
研
究
』
昭
翼
表
現
社
）
。

（
1
3
）
　
本
文
は
、
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
　
（
昭
和
五
十
五
年
五
月
、
岩
波
書
店
）
　
に
よ
る
。

（
望
　
比
喩
的
転
用
を
契
機
と
し
て
、
用
法
が
拡
大
し
、
多
義
と
な
る
よ
う
な
意
味
変
化
の
し
方
に
つ
い
て
は
、
国
広
哲
弥
『
意
味
論
の
方
法
』
（
昭
和

五
十
七
年
、
大
修
館
書
店
）
　
を
は
じ
め
と
す
る
、
先
学
の
指
摘
が
あ
る
。

（
1
5
）
　
注
　
（
7
）
　
参
照
。

（
1
6
）
　
小
林
隆
「
変
化
の
要
因
と
し
て
の
語
彙
体
系
」
（
『
国
語
学
研
究
』
2
4
　
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
）
に
お
い
て
、
語
彙
の
意
味
関
係
の
変
遷
の
実
体

を
記
述
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
の
考
察
が
重
要
で
あ
る
と
の
御
指
摘
が
あ
る
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
第
十
八
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
（
平
成
五
年
八
月
十
二
日
）
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

席
上
、
ま
た
そ
の
他
の
折
に
、
小
林
芳
規
先
生
、
菅
原
範
夫
先
生
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
方
々
よ
り
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
く
お

礼
申
し
上
げ
る
。

和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ケ
ハ
シ
」
「
サ
ガ
シ
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て




